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療
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療
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少
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強
化

少
子
化
対
策
の
強
化

全
世
代
型
社
会
保
障
へ
の

改
革
を
さ
ら
に
前
進

後
期
高
齢
者
医
療
費
が
２
割
負
担
の
対
象
者
は
約
３
７
０
万
人
に

　
政
府
は
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
の
方
針
を
決
定
し
、
令
和
４
年
度
後
半
か
ら
の
75
歳
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
を
、
単
身
世
帯
で
年
収
２
０
０
万
円
以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、
１
割
か
ら

２
割
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
対
象
者
は
約
３
７
０
万
人
）。

　
ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
令
和
４
年
度
当
初
か
ら
不
妊
治
療
を
保
険
適
用
と
す
る
ほ
か
、

令
和
３
～
６
年
度
末
の
４
年
間
で
約
14
万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿
を
整
備
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
の

　
　

自
己
負
担
割
合
を

　
　
　

１
割
か
ら
２
割
へ

　
「
現
役
世
代
の
負
担
上
昇
を
抑
え

な
が
ら
、
す
べ
て
の
世
代
が
安
心
で

き
る
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
」

た
め
、
現
役
並
み
所
得
の
人
を
除
く

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
自
己
負

担
割
合
は
、
令
和
４
年
度
後
半
か
ら

単
身
世
帯
で
年
収
２
０
０
万
円
以
上

の
人
は
２
割
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
夫
婦
と
も
に
75
歳
以

上
の
場
合
、
年
収
が
計
３
２
０
万
円

以
上
で
該
当
し
ま
す
。
な
お
、
長
期

頻
回
受
診
患
者
等
へ
の
配
慮
措
置
と

し
て
、
施
行
か
ら
３
年
間
は
負
担
増

を
１
カ
月
当
た
り
最
大
３
０
０
０
円

に
抑
え
る
激
変
緩
和
措
置
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

　

医
療
提
供
体
制
の

　
　

改
革
に
つ
い
て

　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
都

道
府
県
の
医
療
計
画
に
新
興
感
染
症

等
へ
の
対
応
を
位
置
づ
け
、
医
療
需

要
の
変
化
を
見
据
え
地
域
医
療
構
想

の
外
来
医
療
に
お
け
る
か
か
り
つ
け

医
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
外
来

機
能
の
明
確
化
・
連
携
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
安
全

性
・
信
頼
性
の
担
保
を
前
提
と
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推
進
を
は
じ

め
、
医
師
の
働
き
方
改
革
、
医
師
偏

在
に
関
す
る
実
効
的
な
対
策
等
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
病
院
へ
の
患
者
集
中
を

防
ぎ
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、
患
者
が
紹
介
状
な
し
で

大
病
院
を
受
診
す
る
場
合
に
定
額
負

担
（
初
診
５
０
０
０
円
）
を
求
め
る

医
療
機
関
の
対
象
範
囲
を
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
明
確
化
す
る
「
紹
介

患
者
へ
の
外
来
を
基
本
と
す
る
医
療

機
関
」
の
う
ち
一
般
病
床
２
０
０
床

以
上
に
拡
大
し
ま
す
。
加
え
て
、
外

来
機
能
の
分
化
の
実
効
性
が
上
が
る

よ
う
、
保
険
給
付
の
範
囲
か
ら
一
定

額
（
初
診
の
場
合
、
２
０
０
０
円
程

度
）
を
控
除
し
た
う
え
で
同
額
以
上

の
定
額
負
担
を
追
加
的
に
求
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用

　
令
和
４
年
度
当
初
か
ら
不
妊
治
療

の
保
険
適
用
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

そ
れ
ま
で
の
間
は
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
所
得
制
限
の
撤
廃
や

助
成
額
の
増
額
（
１
回
30
万
円
）
等

を
前
提
に
大
幅
な
拡
充
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不
育
症
の

検
査
や
が
ん
治
療
に
伴
う
不
妊
に
つ

い
て
も
新
た
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

待
機
児
童
の
解
消

　
政
府
は
、
待
機
児
童
の
解
消
を
め

ざ
し
、
か
つ
、
女
性
の
就
業
率
の
上

昇
を
踏
ま
え
た
保
育
の
受
け
皿
整

備
、
幼
稚
園
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を

含
め
た
地
域
の
子
育
て
資
源
の
活
用

を
進
め
る「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」

を
ま
と
め
ま
す
。

　
具
体
的
に
、
令
和
３
～
６
年
度
末

ま
で
の
４
年
間
に
約
14
万
人
分
の
受

け
皿
を
整
備
す
る
財
源
に
つ
い
て

は
、
公
費
に
加
え
て
経
済
界
に
も
協

力
を
求
め
る
こ
と
で
よ
り
安
定
的
に

確
保
し
ま
す
。
そ
の
際
、
児
童
手
当

は
年
収
１
２
０
０
万
円
（
子
ど
も
２

人
と
年
収
１
０
３
万
円
以
下
の
配
偶

者
の
場
合
）
以
上
を
「
特
例
給
付
」

の
対
象
外
と
し
ま
す
（
令
和
４
年
10

月
支
給
分
か
ら
適
用
）。

120
（万円）

0
20～24 65～69 （年齢）

高齢者の医療費は
現役世代の5倍

●年齢別の1人当たりの医療費

　団塊の世代が75歳以上になり
始める令和4年（2022年）には、
現役世代が負担する後期高齢者支
援金の急増が見込まれます。団塊
の世代が75歳以上になると5人
に1人が後期高齢者となるため、
世代間で公平な負担となるよう、
後期高齢者の窓口負担割合を2割
へと引き上げられます。 出典：「年齢階級別１人当たり医療費、自己負担額及び保険料の比較」

（平成29年度版厚生労働白書より）
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時の話題医療制度


